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平成25年度 看護部業務委員会活動報告 

－5S活動の取り組み報告－ 
 

 

                  看護部業務委員会 

                    平原 広登 石川 裕子 藤原かをる 

                    岩永美世子 村田佐知子 

 

【はじめに】 

 5S活動を進めるためには、実施者すべてが共通の認識を持つことと整理・整頓・清掃の基準が必

要である。今年度の業務主任会のグループ活動では、「働きやすい職場環境（安全管理の視点）を

維持するために5Sを身につける」ことを活動目標として、基準の作成に向けて取り組みを行った。 

 

【活動内容】 

 整理・整頓・清掃の基準の作成のために、5S活動に取り組んでいる他病院への施設見学を実施し

た。また、5S活動の共通認識への働きかけとしてｅ-ラーニングの作成や各部署での5Sチェックの

実施を行った。 

 

【活動結果】 

 まずグループ内で5Sについて理解を深め、具体的な対策の実施に向け、5Ｓ活動を病院全体で実

施している磐田市立総合病院へ施設見学を行った。5S活動の成果として、定数の見直しによるコス

トの削減や医療安全・感染対策に対する職員の意識の向上などが挙げられた。また、5S活動が継続

することで、職場の雰囲気の改善やスタッフの仕事に対する意欲の向上というような職場環境への

影響も出ていた。ここで得られた5Sに関する資料をもとに整理・整頓に着手し、毎月の5Ｓチェッ

クリストを活用した職場内のチェックから取り組み場所を決め、整理するための廃棄基準や整頓の

方法の検討を行った。また、部署での5S活動の共通認識への働きかけとして、ｅ-ラーニングによ

る受講を予定（2月に実施）している。 

 

【おわりに】 

 5S活動は業務の根本となるものであり、5S活動を行うことで、職場環境の改善が目に見えて実

感できる。しかし、部署毎ではなく、組織全体で取り組むことが成功の秘訣であるため、今後は業

務主任会の活動から院内全体へと5Ｓ活動を広げていきたいと考える。 
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